
 
 
 
 
 

清流祭、桧中生の笑顔と活躍が光りました！ 

 ４日（日）、秋晴れの好天の下、最後の清流祭が盛大に行われました。お客様から「感動した」「生
徒の頑張りが素晴らしかった」「昨年以上にレベルアップしていて驚いた」「涙があふれてきた」「最
高の学校祭だった」など、うれしいお言葉をたくさんいただきました。桧中生一人一人の良さや頑張
る姿を認めてもらうことができたと思います。体育館の座席もほぼ埋まり、立ち見の方もいるほど
のたくさんの方々にご来場いただきました。最後までご覧くださり、ありがとうございました。 
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学校教育目標 

「元気・温もり・感動」を伝える桧木内中学校 



 

前期終業式を行いました 

 ４月に始まった令和８年度も、早いもので半分が過ぎ、８日（木）、前期終業式が行われました。
前期を振り返って、２年浅利泉吹さん、３年武藤颯佳さんの２人が発表しました。詳しくは学年部報
をご覧ください。なお、終業式では、私から次のことについて話しました。その一部を紹介します。 

 

＜授業や部活動について＞ 

授業では、授業のねらいに沿って真剣に取り組む姿、自分自身一人でじっくりと問題に向き合って考

えたり、友達と協力して話し合ったり、活動に取り組んだりする姿がたくさんありました。先生や友達と

対話しながら進む授業は、桧中の良さの１つです。授業を通して、表現する力や互いに関わる力、粘り強

さも高まってきています。一方で、学習内容を定着させるためには、やはり復習、家庭学習が大切です。

後期はいろいろな工夫によって学習がさらに充実することを期待しています。 

部活動では、吹奏楽部の皆さんは西明寺中、生保内中と協力し、大きな成果を収めました。定期演奏

発表会、県南コンクール、全県コンクールと、回を重ねる度に磨きがかかっていく演奏に感動しました。

また、陸上部の皆さんは、郡陸上への挑戦、活躍が光りました。県外での大会にも参加し、様々な経験を

積むことができました。そして、卓球部の皆さん、大会や練習試合への参加を数多くこなし、技術を高め

てきました。全県大会に出場する和志さん、桧中のゼッケンを背に、堂々とプレーしてきてください。 

＜学校行事について＞ 

運動会や全校登山、多世代交流、川探検などいろいろありましたが、特に、先日行われた清流祭は、

一人一人の思いが形に表れた清流祭でした。（中略）実行委員を中心に、全員が自分の役割に責任をも

って、できることを全て出し切り、全力で取り組んだ成果だと言えます。まさに、「元気・温もり・感動を

伝える」清流祭、家族や地域の皆様への感謝に溢れる、心温まる１日になりました。 

１０月１５日から後期が始まります。今から後期の目標を立てておいてください。必ずしも大きな目標

でなくてもかまいません。小さな目標でも、１つずつ達成していくこと、そしてそれを積み重ねることは、

自分自身を成長させることにつながります。

これまでの生活を振り返り、何をどう頑張る

のか、どんな後期にしたいか、考える秋休み

になればと思います。短い秋休みですが、事

故やケガなく、ATM（安全に、楽しく、満喫す

る）で、よい時間を過ごしてください。 

１０月の主な予定  
９日（金）１０／４の振替休業日 

１３日（火）～１４（水）秋季休業 
１５日（木）後期始業式、なべっこ買い出し 
１６日（金）校内マラソン・長縄跳び大会 なべっ
こ 
２２日（木）仙教研秋季研究会 
２３日（金）生徒会立会演説会・投票 
２６日（月）専門委員長決定、MVP 表彰 
２７日（火）３年実力テスト③ 
３０日（金）進路 PTA、西中２年生との交流 

前期のご支援、ご協力、 
ありがとうございました。 
後期もどうかよろしく 
お願いいたします。 


